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【坂下⽔産①】 

8 ⽉ 30 ⽇（⼟） 

＜体験学習内容＞ 

集合 4 時 30 分 泊いゆまち 駐⾞場集合 

漁連にて受付、⻑靴・帽⼦の貸与

10 分 

プログラム説明 4 時 40 分 競り場へ移動、 

プログラム説明 （LB 諸⾒） 

5 分 

競りの説明 4 時 45 分 競りの説明 當⼭ 清範 代表取締役 10 分

競り開始 5 時 00 分 競りの⾒学 60 分

加⼯場⾒学 6 時 00 分 加⼯場へ移動、⾒学 

當⼭社⻑より加⼯場の説明 

60 分 

終了 7 時 00 分 解散   

 

＜取組説明内容＞ 

・⽣⿂の競りを⾒学してもらうことで、フードチェーンの中の流通を学んでもらった。 

・競りの後に、加⼯場を⾒学し、フードチェーンの中の加⼯について学んでもらった。 

・那覇の⿂市場は衛⽣管理⾯で問題がある。その問題を解決するため、⽷満漁港内への移設が計画さ

れている。 

 

 

  

當⼭社⻑の説明を聞きながら加⼯場を⾒学している様⼦
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【トロピカルファームたまぐすく 花野果村】 

8 ⽉ 30 ⽇（⼟） 

＜体験学習内容＞ 

バス到着 9 時 20 分 花野果村到着 
⼤城社⻑に同乗していただき、会議室へ移動 

  

会議室へ到着 9 時 30 分 バスへの待機場所指⽰ ＬＢ諸⾒   
プログラム説明 9 時 40 分 資料による説明 ＬＢ諸⾒ 5 分 

講師挨拶 9 時 45 分 ⾃⼰紹介と施設説明 ⼤城浩明 代表取締役 5 分
受⼊施設の取組説
明 

9 時 50 分 ⼤城浩明 代表取締役 
花野果村での取り組み等について

30 分 

体験学習準備 10 時 20 分 トイレ・着替え・移動など 10 分
体験学習① 10 時 30 分 畑の⾒学 30 分 

体験学習② 11 時 00 分 脱穀体験 60 分
⽚づけ 12 時 00 分 トイレ休憩 10 分 

試⾷ 12 時 10 分 とうなちんそば、⽞⽶おにぎり 試⾷ 40 分
意⾒交換会・質疑 12 時 50 分 ⼤城浩明 代表取締役（進⾏︓LB 諸⾒） 10 分 
バス出発 13 時 00 分 上原養鶏場へ移動  

＜取組説明内容＞ 

①取り組みを始めた動機 

・⽣産者と消費者のコミュニティを形成したいという思いから。 

②業種の抱える問題 

・地域特有の農産物（琉球野菜）がなくなってきている。 

③問題解決のために取り組んでいること 

・ 「琉球野菜」の⽣産・加⼯・販売に取り組んでいる。 

・琉球野菜を使った⾷品開発にも⼒を⼊れている。（トーナチンそば、うちなーおやき、など） 

・無農薬・減農薬を⼼掛けている。 

④苦労していること、消費者に期待すること 

・地元の⾷材を買うようにしてほしい。 

 

  

⼤城社⻑から畑の説明を受けている様⼦ とうなちんの脱穀体験の様⼦
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【上原養鶏場】 

8 ⽉ 30 ⽇（⼟） 

＜体験学習内容＞ 

バス到着 13 時 30 分 上原養鶏場到着 10 分
プログラム説明 13 時 40 分 ＬＢ諸⾒ 5 分

講師挨拶 14 時 45 分 ⾃⼰紹介と施設説明 上原 肇 代表 5 分 

受⼊施設の取組説
明 

13 時 50 分 
上原 肇 代表 
上原養鶏場の取り組み等

20 分 

養鶏場⾒学 14 時 10 分 養鶏場、販売所⾒学 50 分
意⾒交換会・質疑 15 時 00 分 上原 肇 代表（進⾏︓LB 諸⾒） 10 分
バスへ移動、出発 15 時 10 分 レポート説明、次回体験学習の予定連絡  ＬＢ諸⾒ 40 分

＜取組説明内容＞ 

①取り組みを始めた動機 

・⾼崎⼭の猿が、エサの残留農薬によって奇形サルが⽣まれるようになり、その後エサを変えたら奇

形サルが⽣まれなくなったという話を聞いた。その話を聞いて鶏も飼料に影響されるのではないかと

考えた。 

②業種の抱える問題 

・消費者が、機能性のある卵や⻩⾝の⾊の濃い卵を求めるようになってきている。しかし、それが本

当に健康な卵とは思わない。 

→機能性のある卵を産ませるためにはエサを調整するので、親⿃の健康を害する。それが本当に安⼼

安全な卵とは⾔えないと思っている。 

③問題解決のために取り組んでいること 

・親⿃が健康であれば卵も安全であるという認識の元、健康な親⿃を育てるために努⼒している。 

・直売所に来るお客さんに安全性について説明する。 

④苦労していること、消費者に期待すること 

・直売と仲卸では卵の値段が全然違う。直売が増えれば利益があがる。直売を増やして利益を上げら

れるようにするのが理想。 

・消費者は、メディアの情報に影響されないで⾃分で考えて⾷品を選んでほしい。 

  

上原代表が親⿃の内臓について説明している様⼦ 養鶏場の⾒学 
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【農業⽣産法⼈あらぐさ】 

8 ⽉ 31 ⽇（⽇） 

＜体験学習内容＞ 

バス到着 8 時 50 分 農業⽣産法⼈あらぐさ 到着
プログラム説明 9 時 00 分 ＬＢ諸⾒ 5 分
講師挨拶 9 時 05 分 ⾃⼰紹介と施設説明 前⽥ 順光 会⻑ 5 分 

受⼊施設の取組説
明 

9 時 10 分 農業⽣産法⼈あらぐさ の取り組みについて 
前⽥ 順光 会⻑

30 分

体験学習① 9 時 50 分 野菜の収穫、⽣で試⾷（モロヘイヤ、うりずん（⾖）、オク
ラ） 

20 分

体験学習② 10 時 10 分 植え込み体験（ししとう、ゴーヤー） 40 分
体験学習③ 10 時 50 分 ⼟のペーハー調査、 10 分
休憩 11 時 00 分  10 分
講義 11 時 10 分 作物が適する環境について説明 10 分
移動 11 時 20 分 堆肥⼯場へ移動 10 分
堆肥⼯場⾒学 11 時 30 分 説明 前⽥ 順光 会⻑ 30 分
バス出発 12 時 00 分 農業⽣産法⼈あらぐさ出発 40 分

 
＜取組説明内容＞ 
①取り組みを始めた動機 

・農薬と肥料に頼らない、安⼼と安全な有機野菜の⽣産と供給を形成していきたいと思ったため。 

②業種の抱える問題 

・⼤量⽣産・⼤量消費の世界になり、化学素材を多⽤した農資材によって、⽣命の循環の法則が破棄

されてきている。⾃然の法則に沿わない、農薬を使⽤した農法が⼀般化している。 

③問題解決のために取り組んでいること 

・⾷品廃棄物の再資源化を図って、地球と⼈間にやさしい循環農業を地域より形成している。具体的

には⽣協から排出される⽣ごみを資材にして、堆肥を作っている。 

・⾷品廃棄物からの堆肥を使⽤して⼟壌づくりをし、循環型農業を実践している。 

④苦労していること、消費者に期待すること 

・将来沖縄から全国に向けて循環型農業の発信基地を作りたいと思っている。農協や物産公社から沖

縄の農業に関する発信はしているものの、有機型及び循環型の農産物の発信は皆無である。 

  

前⽥代表の講義の様⼦ 植え付け体験の様⼦ 
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【沖縄協同⻘果】 

9 ⽉ 6 ⽇（⼟） 

＜体験学習内容＞ 

集合 6時00分 琉球⼤学  
バス出発（琉球⼤学） 6時05分 資料配布と説明 ＬＢ⻑⾕川  

バス到着 6時50分 
中央卸売市場到着
バスへの待機場所指⽰ ＬＢ福島 
学⽣の誘導 ＬＢ⻑⾕川

  

プログラム説明 7時00分 ＬＢ⻑⾕川 5 分
講師挨拶 7時05分 ⾃⼰紹介と施設説明 津⽥⽒ 他 5 分
中央卸売市場⾒学 7時10分 沖縄協同⻘果 案内 50 分
講義 8時00分 名嘉 清 常務取締役 30 分
意⾒交換会・質疑 8時30分 （進⾏︓LB ⻑⾕川） 10 分
バスへ移動、出発 8時40分 農連市場へ移動 20 分
農連市場⾒学 9時00分 沖縄協同⻘果 案内 30 分
バスへ移動、出発 9時30分 読⾕農業⽣活研究会へ移動  

 
 
＜取組説明内容＞ 
②業種の抱える問題 

・台⾵被害は避けられない。台⾵でも競りは⾏う。 

・沖縄県⺠はもともとあまり野菜をたべていない。 

③問題解決のために取り組んでいること 

・沖縄県内の学校給⾷では、地場産を使うように推進している。 

④苦労していること、消費者に期待すること 

・農家の⽅への感謝の気持ちを忘れないでほしい。 

・インターネットが普及し、流通が多様化している。 

 

  

講義の様⼦ 競りの様⼦ 
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【読⾕村⽣活研究会】 

9 ⽉ 6 ⽇（⼟） 

＜体験学習内容＞ 

バス到着 10 時 30 分 
波平公⺠館到着
バスへの待機場所指⽰ ＬＢ福島 
学⽣の誘導 ＬＢ⻑⾕川

5 分 

プログラム説明 10 時 35 分 ＬＢ⻑⾕川 5 分 

講義 10 時 40 分 仲村渠 光⼦代表
そらまめ味噌の作り⽅など 30 分 

体験学習 11 時 10 分 ゆし⾖腐作り開始 110 分 

試⾷ 13 時 00 分 ゆし⾖腐試⾷ 30 分 

意⾒交換会・質疑 13 時 30 分 （進⾏︓LB ⻑⾕川） 10 分 

⽚付け 13 時 40 分   20 分 

バスへ移動、出発 14 時 00 分 
読⾕出発 
レポート説明、次回体験学習の予定連絡  ＬＢ⻑⾕川 
※穀物チームは波平公⺠館に残り試作品の作成 

60 分 

バス到着 15 時 00 分 琉球⼤学到着、解散 
穀物チームを迎えにバス出発 60 分 

バス出発 16 時 00 分 波平公⺠館出発 
※穀物チームのみ 60 分 

バス到着 17 時 00 分 琉球⼤学到着、解散 
※穀物チームのみ 60 分 

 
＜取組説明内容＞ 
①取り組みを始めた動機 
・おじぃ、おばぁから受け継がれてきた読⾕の良さを味にして伝えていきたい。 
・空⾖を原料としたみそは戦前から県内で広く造られていたが、最近はほとんど造られなくなった。読⾕
では戦後も⼤切に継承されている。 
②業種の抱える問題 

・継承者が少ないこと。 

③問題解決のために取り組んでいること 

・読⾕村で作られている作物（紅芋、そら⾖、サトウキビなど）を利⽤したお菓⼦作りをして販売し

たり、お菓⼦作り体験・郷⼟料理体験・紅芋収穫体験の場を提供したりしている。 

④苦労していること、消費者に期待すること 

・そらまめ味噌を作るときに必要な機会が壊れてしまったが、すぐに機会を購⼊できるような状態に

ない。 

・伝統お菓⼦を継承していってほしい。 

 

 

 

  

沖縄伝統料理のゆし⾖腐 仲村渠代表より説明の様⼦ 
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【グリーンフィールド】 

9 ⽉ 7 ⽇（⽇） 

＜体験学習内容＞ 

バス到着 8時20分 
グリーンフィールド到着 
バスへの待機場所指⽰ ＬＢ福島 
学⽣の誘導 ＬＢ⻑⾕川 

  

プログラム説明 8時30分 ＬＢ⻑⾕川 5 分 

講師挨拶 8時35分 ⾃⼰紹介と施設説明 屋⽐久 義夫 ⼯場⻑ 5 分 

受⼊施設の取組説明 8時40分 屋⽐久 義夫 ⼯場⻑ 
グリーンフィールドでの取り組み等について 30 分 

⼯場⾒学 9時10分 ⼯場⾒学 20 分 

意⾒交換会・質疑 9時30分 屋⽐久 義夫 ⼯場⻑（進⾏︓LB ⻑⾕川） 10 分 

バスへ移動、出発 9時40分 泊いゆ街へ移動 40 分 
 
 
 
 
＜取組説明内容＞ 
①取り組みを始めた動機 

・新鮮で、安⼼・安全なカット野菜を⾷卓へお届けしたい。⼿軽に野菜を⾷べてもらいたいという思

いから。 

②業種の抱える問題 

・有機野菜全般に⾔えることだが、いい野菜は⾍がつく。しかし消費者は⾍がついている野菜を好ま

ない。そのため葉っぱを⼀枚⼀枚⾒て⾍がついていないか確認している。 

③問題解決のために取り組んでいること 

・⾃社・契約農場による産地直送により、新鮮で安全な顔の⾒える野菜を使⽤している。 

・衛⽣管理を徹底している。 

・新鮮な野菜を届けられるように、早朝から加⼯してその⽇のうちに出荷している。 

④苦労していること、消費者に期待すること 

・品質を担保できるように、労働者の賃上げも考慮している。 

 

 

  

屋⽐久⼯場⻑より説明の様⼦ ⼯場内⾒学の様⼦ 
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【坂下⽔産】 

9 ⽉ 7 ⽇（⽇） 

＜体験学習内容＞ 

バス到着 9 時 50 分 泊いゆ街へに到着   

プログラム説明 10 時 00 分 ＬＢ⻑⾕川   

講師挨拶 10 時 05 分 ⾃⼰紹介 當⼭社⻑   

講義 10 時 10 分 當⼭ 清範 代表取締役 30 分 

販売体験 10 時 40 分 店頭に出て販売体験 80 分 

意⾒交換会・質疑 12 時 00 分 當⼭ 清範 代表取締役（進⾏︓ＬＢ⻑⾕川） 10 分 

バスへ移動、出発 12 時 10 分 琉球⼤学へ移動   
 
＜取組説明内容＞ 
①取り組みを始めた動機 

・消費者に新鮮な、おいしい⿂を⾷べてほしいという思い。 

②業種の抱える問題 

・那覇の⿂市場は衛⽣管理⾯で問題がある。その問題を解決するため、⽷満漁港内への移設が計画さ

れている。 

・鮮⿂の流通は価格の変動が⼤きく漁師の負担が⼤きい。 

・刺⾝の⾊が変わってくると、まだ⾷べられるのに売れなくなる。そのため、海外では⼀酸化炭素を

使⽤して発⾊させて販売している。これは⽇本では⾷品衛⽣法で禁⽌されている。 

③問題解決のために取り組んでいること 

・なるべく新鮮な⿂をお客さんに提供するようにしている。 

・⾊が変わってきた⿂は串揚げにして加⼯し販売している。 

・漁業保護のために⽣⿂を安全に保存できる新しい技術を導⼊したい。 

④苦労していること、消費者に期待すること 

・新鮮な⿂を⾷べて、本当の⿂のおいしさをわかってほしい。回転寿司の寿司が本当のお寿司とは思

わないでほしい。 

 

 

  

漁船の説明の様⼦ 競り場の説明の様⼦ 
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（３）⾷⽂化の継承・発展活動の推進 
 
・情報誌の作成と配布 
 
 農業漁業体験の様⼦を情報誌としてまとめた。沖縄県内で配布し、沖縄県の⾷のフー
ドチェーンについて理解を深めてもらいます。 
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